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荘
周
説
話
に
見
え
る
戯
曲
的
性
格
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『
荘
子
』
の
中
に
は
、
戯
曲
的
性
格
を
持
つ
説
話
が
多
く
あ
る
。
長
編
の
も
の
で
は
盗
妬
篇
冒
頭
の
説
話
・
漁
父
篇
（
一
篇
一
説
話
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
ど
に
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
し
、
そ
の
他
の
短
編
の
説
話
の
中
で
も
戯
曲
的
傾
向
の
あ
る
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

　
説
話
が
戯
曲
的
性
格
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
説
話
が
演
劇
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
突
き
進
め
れ
ば
実
際
に
上
演
さ
れ
た
演
劇
を
そ
の
背
後
に
想
定
す
る
こ
と
も
、
仮
説
と
し
て
な
ら
ば
許
さ
れ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
従
来
の
研
究
の
中
で
、
『
荘
子
』
と
演
劇
を
結
び
つ
け
て
考
え
た
本
格
的
な
研
究
は
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、

さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
『
荘
子
』
と
演
劇
を
結
び
つ
け
る
具
体
的
な
証
拠
は
実
の
と
こ
ろ
全
く
な
い
と
言
っ
て
よ
い
状
態
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
敢
え
て
「
演
劇
」
と
い
う
こ
と
に
拘
る
の
は
、
　
「
演
劇
」
あ
る
い
は
「
戯
曲
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
『
荘
子
』
を
見
る
に
当
た
っ
て
の
従
来
の
研
究
と
は
異
な
っ
た
新
た
な
視
点
を
提
示
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。

　
以
上
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
何
ら
か
の
導
入
の
糸
口
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
の
が
小
論
で
の
眼
目
で
あ
る
。
小
論
で
は
『
荘

子
』
中
の
荘
子
（
荘
周
）
の
登
場
す
る
説
話
の
み
に
絞
っ
て
、
演
劇
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
ど
う
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
か
、

『
荘
子
』
の
新
た
な
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
そ
こ
で
敢
え
て
こ
れ
ら
が
実
際
に
上
演
さ
れ
た
も

の
と
仮
定
し
て
み
た
。

　
小
論
で
は
二
つ
の
観
点
か
ら
、
こ
の
点
を
考
え
て
み
る
。
本
文
の
〔
一
〕
・
〔
二
〕
で
そ
れ
ぞ
れ
別
め
方
法
を
と
っ
て
み
た
。
　
〔
一
〕
・

［
1
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で
は
、
幾
つ
か
の
荘
周
説
話
を
挙
げ
「
前
衛
」
と
い
う
視
点
を
提
示
し
た
。
　
〔
二
〕
で
は
説
剣
篇
の
考
察
を
通
し
て
「
滑
稽
」
と
い
う
視

点
を
提
示
し
た
。
た
だ
し
〔
一
〕
と
〔
二
〕
は
本
来
は
独
立
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
あ
え
て
別
の
形
式
で
表
現
し
た
。
　
「
滑
稽
」
と
「
前

衛
」
と
い
う
二
つ
は
、
『
荘
子
』
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
の
問
題
の
提
起
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
相
互
の
関
係
と
か
、
こ
の
こ
と
か
ら
何
が

言
え
る
か
と
か
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
の
と
こ
ろ
未
だ
何
ら
見
解
め
い
た
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
し
、
文
献
の
上
か
ら
だ
け
の
研
究

に
お
い
て
は
、
こ
れ
以
上
に
発
展
性
が
あ
る
問
題
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
発
想
の
提
示
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
決
し
て
全

く
無
意
味
で
あ
る
と
も
思
え
な
い
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
問
題
の
性
格
上
多
面
的
に
考
え
て
、
敢
え
て
奔
放
な
発
想
も
交

え
て
み
た
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
論
述
に
当
た
っ
て
、
、
筆
者
の
演
劇
等
に
対
す
る
管
見
や
思
い
こ
み
が
当
然
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
御
指
摘
・
御
教
授
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

※

　
な
お
『
荘
子
』
中
に
は
荘
周
（
荘
子
）

を
以
下
に
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

－
、2

、
3
、

4
、

5
、

6
、

7
、

8
、

9
、

恵
子
・
荘
子
問
答

同
右

荘
周
夢
に
胡
蝶
と
な
る

恵
子
・
荘
子
問
答

荘
子
日

商
太
宰
蕩
、
荘
子
に
仁
を
問
う

公
孫
龍
、
魏
牟
に
問
う

荘
子
撲
水
に
釣
る

恵
子
梁
に
相
と
な
り
、
荘
子
行
く

に
関
す
る
記
述
が
三
十
一
箇
条
あ
る
。
小
論
の
論
述
で
必
要
と
な
る
の
で
、
始
め
に
そ
の
全
て

三
三
遊

同
右

斉
物
論

徳
充
符

天
道

天
運

秋
水

同
右

同
右

［
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1
0
、

1
1
、

1
2
、

1
3
、

1
4
、

1
5
、

1
6
、

1
7
、

1
8
、

1
9
、

2
0
、

2
1
、

2
2
、

2
3
、

2
4
、

2
5
、

2
6
、

2
7
、

2
8
、

2
9
、

3
0
、

3
1
、

恵
子
・
荘
子
問
答
（
濠
梁
に
て
）

荘
子
の
妻
死
に
、
恵
子
弔
う

荘
子
楚
に
行
き
、
濁
膿
を
見
る

荘
子
山
中
に
行
き
、
大
木
を
見
る

荘
子
三
布
を
衣
て
、
魏
王
を
過
る

荘
子
離
陵
に
て
一
異
鵡
を
見
る

荘
子
魯
の
哀
公
に
会
う

東
郭
子
・
荘
子
問
答
（
道
に
つ
い
て
）

恵
子
・
荘
子
問
答

荘
子
、
恵
子
の
墓
を
過
る

長
梧
三
人
・
子
牟
・
荘
子
問
答

荘
子
、
粟
を
監
河
侯
に
借
る

恵
子
・
荘
子
問
答

荘
子
日

恵
子
・
荘
子
問
答
（
孔
子
に
つ
い
て
）

荘
子
、
趙
王
に
剣
の
道
を
説
く

荘
子
日

宋
の
曹
商
・
荘
子
問
答

或
人
宋
王
に
遇
さ
れ
、
荘
子
に
自
慢

荘
子
聰
せ
ら
れ
、
使
い
を
退
け
る

荘
子
将
に
死
せ
ん
と
す
る

荘
周
批
評

同
右

至
楽

同
右

山
木

同
右

同
右

田
子
方

知
北
遊

徐
無
鬼

同
右

則
陽

外
物

同
右

同
右

回
言

説
剣

列
禦
冠
・

同
右

同
右

同
右

同
右

天
下

一
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〔
一
〕

　
さ
て
演
劇
性
と
い
う
観
点
か
ら
『
荘
子
』
中
の
荘
周
説
話
を
見
て
み
る
と
、
何
か
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
問
題
は
見
い
だ
せ
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
三
十
一
箇
条
の
引
用
の
中
で
5
・
2
3
・
2
6
の
「
荘
子
日
」
で
始
ま
る
も
の
を
除
け
ば
、
見
方
に
よ
れ
ば
ほ
と
ん
ど

が
演
劇
的
要
素
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
み
た
い
が
、
こ
こ
で
は
何
ら
か
の
形
で
死
に
つ
い

て
扱
っ
た
も
の
を
取
り
挙
げ
て
み
る
。
す
な
わ
ち
1
1
・
1
2
・
1
9
・
3
0
が
こ
れ
に
当
た
る
。

1
1
、
　
荘
子
妻
死
。
恵
子
弔
之
。
荘
子
則
方
箕
鋸
、
三
盆
而
歌
。

　
　
　
恵
子
日
、
「
与
人
居
、
長
子
老
身
。
死
不
実
、
亦
足
　
。
又
鼓
盆
置
歌
、
不
平
甚
乎
。
」

　
　
　
荘
子
日
、
「
下
訳
。
是
其
始
死
霊
、
我
独
酌
能
無
概
然
。
察
其
始
、
而
本
無
生
。
非
徒
無
生
也
、
而
本
無
形
。
非
徒
無
形
也
、
而

　
　
　
本
無
気
。
雑
乎
笏
之
間
、
変
而
有
気
。
気
変
而
有
形
。
形
草
聖
有
生
。
今
又
変
車
首
死
。
是
相
与
為
春
秋
冬
本
四
時
行
也
。
人
且

　
　
　
便
然
寝
於
巨
室
、
而
我
激
激
然
随
而
実
之
、
自
以
為
不
通
乎
命
。
故
止
也
。
」

1
2
、
　
荘
子
之
楚
。
見
空
燭
膿
饒
然
有
形
。
撤
以
馬
撞
、
．
因
而
問
之
。

　
　
　
日
、
「
夫
子
貧
生
失
理
、
而
為
此
乎
。
将
本
有
亡
国
之
事
、
斧
銭
之
謙
、
而
早
早
乎
。
将
士
有
繋
善
之
行
、
梶
遺
父
母
妻
子
之
醜
、

　
　
　
而
為
此
乎
。
将
子
有
凍
饅
之
患
、
而
為
此
乎
。
将
子
之
春
秋
故
郷
此
乎
。
」

　
　
　
於
是
語
卒
、
援
濁
膿
、
枕
而
臥
。

　
　
　
夜
半
燭
高
見
夢
語
、
「
子
之
談
者
、
似
弁
士
。
視
子
所
与
、
皆
生
人
之
累
也
。
死
則
無
此
　
。
子
耳
聞
死
之
量
器
。
」

　
　
　
荘
子
日
、
「
然
。
」

　
　
　
燭
罎
日
、
「
死
軍
君
於
上
、
無
臣
里
下
。
亦
無
四
時
之
事
。
灘
浜
以
天
地
為
春
秋
。
錐
南
面
王
楽
、
不
能
過
也
。
」

　
　
　
荘
子
不
信
日
、
「
吾
使
司
本
復
生
子
形
、
為
子
骨
肉
肌
膚
、
反
子
父
母
妻
子
閻
里
知
識
、
子
甲
羅
乎
。
」

一
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燭
膿
蹟
三
盛
三
日
、
「
吾
安
能
棄
南
面
三
楽
、
回
復
為
人
間
之
労
乎
。
」

1
9
、
　
荘
子
送
葬
、
過
恵
子
三
三
。

　
　
　
顧
謂
従
者
日
玉
「
半
人
璽
漫
罵
鼻
端
若
蝿
翼
。
使
踏
石
断
之
。
匠
舟
運
斤
陸
風
、
聴
而
断
之
。
尽
聖
重
工
不
傷
。
郵
人
立
不
等
容
。

　
　
　
宋
元
耳
聞
之
、
召
匠
石
日
、
　
『
嘗
試
為
寡
人
為
之
。
』
匠
日
日
、
『
臣
則
聖
業
断
章
。
野
趣
、
臣
同
質
死
久
　
。
』
－
自
夫
子
之
死

　
　
　
也
、
吾
無
以
為
質
　
。
吾
無
与
言
之
　
。
」

3
0
、
　
荘
子
将
死
、
弟
子
欲
厚
葬
之
。

　
　
　
荘
子
日
、
「
通
町
天
地
為
棺
榔
、
以
日
月
為
連
壁
、
星
辰
為
珠
磯
、
万
物
三
選
送
。
吾
葬
具
豊
不
備
邪
。
何
以
加
此
。
」

　
　
　
弟
子
日
、
「
吾
恐
烏
・
鳶
之
食
夫
子
也
。
」

　
　
　
荘
子
日
、
「
在
上
為
烏
・
．
鳶
食
、
在
下
為
嬢
・
蟻
食
。
奪
彼
与
此
、
何
迫
撃
也
。
」

　
　
　
以
不
平
平
、
其
平
也
不
平
。
田
中
徴
徴
、
其
神
遊
不
徴
。
明
者
唯
為
之
使
、
神
算
徴
之
。
夫
明
之
不
勝
神
本
草
　
。
而
愚
者
侍
其

　
　
　
所
見
入
於
人
。
其
功
外
也
。
不
亦
悲
乎
。

　
『
荘
子
』
中
の
荘
周
が
登
場
す
る
説
話
を
扱
う
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ら
の
説
話
が
事
実
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
右
の
四
つ
の
説
話
に
つ
い
て
も
事
実
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
従
来
の
研
究
で
も
一
般
に
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
来
た
よ
う

で
あ
る
が
、
逆
に
荘
子
と
い
う
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
そ
れ
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
い
。
あ
る
い
は
説
話
を
創
作
し
て
い
く
過
程
で
荘
周
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
し
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
架
空
の
人
物
に
お

い
て
、
は
た
し
て
具
体
的
性
格
さ
ら
に
は
人
格
と
い
っ
た
も
の
ま
で
創
作
し
得
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
神
話
中

の
神
が
実
在
の
人
間
以
上
に
生
き
生
き
と
し
た
性
格
を
持
っ
て
表
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
一
事
を
挙
げ
れ
ば
納
得
で
き
る
で
あ
ろ

う
。　

さ
て
右
の
四
つ
に
つ
い
て
、
説
話
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
対
話
形
式
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴
の
第
一
で
あ
る
。
ま
た
短
く
は
あ
る

が
一
つ
の
説
話
と
し
て
完
結
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
共
通
す
る
。
も
ち
ろ
ん
状
況
を
描
写
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
見
方
に
よ

れ
ば
脚
本
の
ト
書
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
も
妻
の
死
に
盆
を
鼓
し
て
歌
う
と
か
、
夢
で
燭
縷
と
対
話
す
る
と

か
状
況
設
定
が
奇
抜
で
あ
り
、
そ
の
中
で
相
手
と
の
対
話
を
通
し
て
主
に
荘
子
の
口
か
ら
物
事
の
意
外
な
側
面
を
指
摘
さ
せ
て
い
る
。
・
死

一
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の
一
般
の
概
念
に
対
し
て
敢
え
て
懐
疑
し
問
い
か
け
て
い
る
口
吻
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
劇
の
一
場
面
と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
う
。
以
上
挙
げ
た
四
例
な
ど
は
見
方
に
よ
れ
ば
笑
劇
に
も
見
え
る
が
、
同
時
に
死
と
は
何
で
あ
る
か
と
か
い
う
問
題
を
提
起

し
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
目
的
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
見
解
が
成
り
立
つ
と
す
る
と
、
以
上
挙
げ
た
も
の
の
他
に
『
荘
子
』
中
に
あ
る
恵
子
と
荘
子
の
問
答
（
1
・
2
・
4
・
1
0
・
1
8
・

2
2E
2
4
）
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の
ま
ま
寸
劇
と
し
て
も
使
え
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
1
0
の
、

　
　
荘
子
与
恵
子
遊
於
濠
梁
之
上
。

　
　
　
掛
合
狂
言
の
よ
う
な
も
の
を
想
像
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
二
人
が
登
場
し
、

る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

　
　
恵
子
謂
荘
子
日
、

　
　
荘
子
日
、

　
　
恵
子
日
、

　
　
荘
子
日
、

　
　
恵
子
日
、

　
　
荘
子
日
、

で
は
、

「
憐
魚
回
游
従
容
。
是
魚
楽
也
。
」

「
子
非
魚
。
安
知
魚
之
楽
。
」

「
子
非
我
。
旧
知
我
不
知
魚
之
楽
。
」

「
我
非
子
、
固
不
知
子
　
。
子
固
非
魚
也
、
子
之
不
知
魚
軍
楽
全
　
。
」

「
請
循
其
本
。
子
日
、
『
慰
安
知
魚
楽
。
』
云
者
、
既
日
盛
吾
知
之
、
而
問
我
。
我
知
之
白
上
也
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
台
の
袖
か
ら
二
人
の
役
者
、
荘
子
と
恵
子
に
扮
し
た
御
馴
染
み

　
場
面
は
「
濠
梁
之
上
」
で
身
振
り
宜
し
く
抽
象
的
な
議
論
を
交
わ
し
、
毎
度
の
よ
う
に
恵
子
が
荘
子
に
一
本
と
ら
れ

　
　
　
ま
た
2
2
の

　
　
「
子
言
無
用
。
」

　
　
荘
子
日
、
「
知
無
用
而
始
可
美
需
用
　
。
裂
地
非
不
且
且
大
塔
、
人
品
所
用
容
足
立
。
然
則
廊
雷
害
塾
之
、
致
黄
泉
、
人
尚
有
用
乎
。
」

　
　
恵
子
日
、
「
無
用
。
」

　
　
荘
子
日
、
「
然
則
無
用
之
為
用
也
、
亦
明
　
。
」

も
同
様
の
設
定
で
あ
る
。
恵
子
の
つ
っ
か
け
に
対
し
て
、
荘
子
は
相
手
の
議
論
を
逆
用
し
て
傍
線
部
に
示
し
た
よ
う
な
例
え
を
持
ち
出
し

例
に
よ
っ
て
恵
子
を
ね
じ
伏
せ
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
劇
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
観
客
は
あ
る
い
は

爆
笑
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
笑
い
を
得
る
こ
と
よ
り
も
、
問
題
提
起
が
根
本
に
あ
る
よ
う
に
伺
え
る
。
上
に
挙
げ
た
荘

周
説
話
、
あ
る
い
は
現
在
の
『
荘
子
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
他
の
荘
周
説
話
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
荘
周
を
主
人
公

「
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に
し
た
長
編
劇
を
創
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
長
編
の
劇
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
独
立
さ
せ
た
も
の
が

『
荘
子
』
中
の
奏
上
説
話
で
あ
っ
た
と
い
う
発
想
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
も
し
こ
の
よ
う
な
劇
が
設
定
で
き
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

演
劇
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
「
前
衛
劇
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
の

問
答
は
喜
劇
あ
る
い
は
道
化
芝
居
に
形
を
借
り
て
は
い
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
問
題
提
起
が
眼
目
で
あ
る
。
常
識
で
は
当
た
り

前
の
こ
と
と
さ
れ
る
も
の
、
見
過
ご
さ
れ
る
も
の
に
対
し
て
敢
え
て
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
死
の
意
味
を
改
め
て
問
う
た
り
、

物
事
の
意
外
な
一
面
を
示
し
常
識
あ
る
い
は
固
定
観
念
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
演
劇
と
し
て
こ
れ
を
見

た
観
客
は
新
鮮
な
面
白
味
を
感
じ
そ
の
場
で
ぱ
大
い
に
笑
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
反
面
何
か
し
ら
の
心
の
引
っ
か
か
り
を
持
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
自
分
が
面
白
く
て
笑
っ
た
こ
と
も
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
中
に
真
実
の
一
端
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
死
と
は
生
と
の
隔
絶
で
あ
り
本
当
に
忌
ま
わ
し
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
世
間
的
出
世
と
は
そ
れ

ほ
ど
価
値
が
あ
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
か
（
例
え
ば
8
・
9
・
2
7
・
2
8
・
2
9
な
ど
）
、
現
在
の
自
分
達
の
存
在
の
基
盤
は
確
固
と
し
た
も

の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
（
例
え
ば
6
・
7
・
1
3
・
1
4
・
1
5
・
1
6
・
1
7
」
2
0
・
2
1
な
ど
）
等
々
の
問
題
が
、
時
に
は
は
っ
き
り
と
時
に
は
漠

然
と
し
た
形
で
、
聴
衆
の
心
の
中
に
影
を
落
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
劇
が
語
り
か
け
る
対
象
は
、
も
は
や
儒
者
と
か
あ
る
特

別
の
対
象
を
想
定
し
た
い
る
の
で
は
な
く
、
　
（
あ
る
程
度
以
上
の
階
層
あ
る
い
は
知
識
人
を
意
識
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
）
不
特
定
の
人
々

を
対
象
に
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
不
特
定
多
数
の
者
に
問
い
か
け
、
そ
の
意
図
を
理
解
で
き
共
鳴
す
る
人
を

求
め
て
い
た
、
と
言
っ
た
方
が
事
実
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
恵
子
と
荘
子
の
問
答
な
ど
は
か
な
り
難
解
で
あ
り
、
演
劇
を
想
定
し
た
場
合
は
た
し
て
聴
衆
が
理
解
出
来
た
の
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
が
、
演
劇
特
に
前
衛
的
な
も
の
を
考
え
た
場
合
、
通
常
科
白
の
全
て
を
聴
衆
が
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
理
解
出
来

な
い
と
こ
ろ
の
方
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
演
劇
と
し
て
成
り
立
ち
、
聴
衆
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

『
荘
子
』
中
の
説
話
に
、
登
場
人
物
の
口
を
借
り
し
ば
し
ば
難
解
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
発
言
を
以
上
の
視
点
か
ら
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
℃

　
荘
周
説
話
の
中
に
も
演
劇
と
結
び
つ
き
に
く
い
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
ず
（
例
え
ば
6
・
7
な
ど
は
対
話
で
は
あ
る
が
、
状
況
の
説
明

が
乏
し
い
）
、
以
上
の
見
解
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
考
え
て
は
い
な
い
が
、
『
荘
子
』
を
考
え
る
発
想
と
し
て
以
上
の
見
解

一
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を
提
起
す
る
事
は
許
さ
れ
よ
う
。
な
お
『
荘
子
』
中
に
は
こ
の
他
老
耶
を
主
人
公
に
す
る
説
話
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
達
（
顔
回
・
子
貢
・

子
路
な
ど
）
，
が
登
場
す
る
説
話
が
あ
り
、
以
上
の
技
法
で
彼
ら
を
登
場
人
物
に
し
た
演
劇
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
『
荘

子
』
中
の
架
空
の
人
物
達
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
は
こ
の
発
想
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
問
題

が
余
り
に
も
膨
ら
み
多
岐
に
わ
た
り
、
到
底
小
論
で
扱
え
る
範
囲
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

〔
二
〕

　
こ
こ
で
は
駈
詰
説
話
の
中
で
も
や
や
特
殊
な
も
の
で
あ
る
2
5
の
説
剣
篇
の
説
話
を
考
え
て
み
た
い
。
努
努
篇
は
一
篇
一
説
話
か
ら
な
る
。

長
編
の
特
異
な
形
態
を
持
っ
た
説
話
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
で
は
荒
唐
無
稽
の
説
話
と
い
う
こ
と
で
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
全
体
に
つ
い
て
筋
の
展
開
を
含
め
て
そ
の
特
徴
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
小
論
の
テ
ー
マ

で
あ
る
戯
曲
性
と
い
う
事
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
る
。
こ
の
説
話
は
漁
父
・
盗
妬
説
話
と
似
か
よ
っ
た
面
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二

篇
に
つ
い
て
は
別
稿
で
も
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
前
提
に
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
（
注
（
1
）
参
照
）
。

　
こ
の
説
話
を
と
り
あ
え
ず
三
段
に
分
け
て
考
て
み
た
い
。

一
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第
一
段
に
つ
い
て
は
、
導
入
で
も
あ
り
、
こ
の
説
話
の
形
態
を
示
す
意
味
も
あ
っ
て
全
文
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
昔
、
趙
国
王
古
剣
。
剣
士
爽
門
而
客
三
千
余
人
。
日
夜
相
撃
於
前
、
死
傷
者
、
歳
百
余
人
。
好
之
不
適
。
如
是
三
年
、

　
之
。

　
太
子
埋
憂
之
、
募
左
右
日
、
「
敦
能
説
王
之
意
、
止
剣
士
者
。
賜
之
千
金
。
」

本
舗
諸
侯
謀



　
　
左
右
日
、
「
荘
子
当
能
。
」

　
　
太
子
乃
使
人
以
千
金
奉
荘
子
。

　
　
荘
子
弗
受
、
与
使
者
供
往
見
太
子
日
、
「
太
子
何
以
教
周
、
賜
周
千
金
。
」

　
　
太
子
日
、
「
聞
夫
子
明
聖
、
謹
奉
千
金
、
以
幣
従
者
。
夫
子
弗
受
。
埋
尚
何
敢
言
。
」

　
　
荘
子
日
、
「
聞
、
太
子
所
欲
用
周
者
、
欲
豊
玉
之
喜
好
也
。
使
臣
上
説
大
王
而
逆
王
覇
、
下
不
当
太
子
、
定
量
刑
而
死
。
周
尚
安
所

　
　
事
金
乎
。
使
臣
旧
説
大
王
、
下
当
太
子
、
趙
国
何
求
而
不
得
也
。
」

　
　
太
子
日
、
「
然
。
吾
王
所
見
、
唯
剣
士
也
。
」

　
　
荘
子
日
、
「
諾
。
周
善
為
剣
。
」

　
　
太
子
日
、
「
然
吾
王
所
見
剣
士
、
皆
蓬
頭
突
指
、
垂
冠
曼
胡
之
縷
、
短
器
量
衣
、
瞑
目
而
語
難
。
王
乃
悦
之
。
今
夫
子
必
儒
服
早
見

　
　
王
、
事
必
大
逆
。
」

　
　
荘
子
日
、
「
請
治
剣
服
。
」

　
趙
の
文
王
が
剣
を
好
ん
で
三
千
人
の
剣
士
を
集
め
て
日
夜
戦
わ
せ
て
、
死
傷
者
が
一
年
に
百
人
制
越
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
太
子
が
こ

れ
を
心
配
し
て
、
こ
れ
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
説
得
の
士
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
荘
子
が
推
薦
さ
れ
る
。
荘
子
は
結
局
太
子
の
申
し
出
を

受
け
、
太
子
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
て
剣
術
士
の
格
好
を
し
て
王
に
ま
み
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
物
語
の
第
一
場
と
し
て
、
以
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
叙
述
で
あ
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
会
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
状
況
の
説
明
も
最
小
限
に
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
戯
曲

の
ト
書
に
近
い
も
の
と
見
る
事
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
部
分
は
多
少
の
演
出
を
加
え
れ
ば
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
戯
曲
と
し
て
も
通
用

す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
ず
太
子
と
「
左
右
」
の
者
と
が
登
場
し
そ
れ
ぞ
れ
一
度
の
発
言
を
し
て
、
太
子
の
命
を
受
け
た
「
左
右
」

の
者
が
今
度
は
荘
子
の
所
へ
行
っ
て
会
話
を
重
ね
、
荘
子
は
後
に
太
子
と
見
解
す
る
事
を
約
し
て
「
左
右
」
の
者
と
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
劇
の
一
場
と
見
る
事
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
演
劇
的
展
開
を
持
っ
た
説
話
で
あ
る
事
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
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第
二
段
に
つ
い
て
も
、
比
較
的
短
い
も
の
で
あ
る
の
で
全
文
を
挙
げ
て
お
く
事
に
す
る
。

　
　
治
剣
服
三
日
、
乃
見
太
子
。
太
子
乃
与
尊
王
。
王
脱
白
刃
待
之
。
荘
子
入
耳
門
不
趨
、
甘
言
不
拝
。

　
　
王
日
、
　
「
子
欲
何
以
教
寡
人
、
使
太
子
先
。
」

　
　
日
、
　
「
臣
聞
大
王
喜
剣
。
故
以
剣
見
王
』

　
　
王
日
、
　
「
子
之
剣
何
能
禁
制
。
」

　
　
日
、
　
「
臣
之
剣
、
十
歩
一
人
、
千
里
不
留
行
。
」

　
　
王
大
悦
之
日
、
　
「
天
下
無
敵
　
。
」

　
　
荘
子
日
、
　
「
夫
為
剣
者
、
示
之
以
虚
、
開
封
以
利
、
後
胤
以
発
、
先
買
以
至
。
願
得
試
之
。
」

　
　
王
日
、
　
「
夫
子
休
。
三
舎
待
命
。
令
設
三
三
夫
子
。
」

　
　
王
三
校
剣
士
七
日
、
死
傷
者
六
十
余
人
。
得
五
・
六
人
、
使
奉
剣
於
殿
下
。

　
三
日
経
っ
て
荘
子
は
太
子
と
と
も
に
趙
王
に
ま
み
え
る
こ
と
に
な
る
。
荘
子
は
王
に
剣
術
を
語
り
、
剣
術
を
披
露
し
よ
う
と
申
し
出
る
。

そ
こ
で
王
は
七
日
に
わ
た
っ
て
剣
士
に
試
合
を
さ
せ
て
荘
周
の
相
手
を
選
抜
す
る
。
死
傷
者
六
十
人
余
り
を
出
し
て
、
五
・
六
人
の
者
を

選
ん
で
待
機
さ
せ
た
。

　
こ
れ
も
第
一
段
同
様
、
会
話
中
心
の
構
成
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
趙
王
と
荘
子
の
対
話
か
ら
な
っ
て
い
る
。
　
「
荘
子
入
同
門
不
識
、
見
王

三
拝
。
」
と
い
う
表
現
に
は
、
荘
子
の
王
に
対
す
る
尊
大
な
態
度
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
三
十
一
箇
条
の
留
筆
説
話
の
中
で
、

荘
子
が
政
治
の
現
場
に
登
場
す
る
の
は
、
唯
一
こ
の
説
話
の
み
で
あ
る
。
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第
三
段
は
こ
の
説
話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
造
を
示
し
て
み
た
い
。



　
　
乃
召
荘
子
。

　
　
王
日
、
　
「
今
日
試
三
士
敦
剣
。
」

　
　
荘
子
日
、
　
「
望
之
久
　
。
」

　
　
王
日
、
　
「
夫
子
所
御
杖
長
短
何
如
。
」

　
　
日
、
　
「
臣
三
所
奉
皆
可
。
然
臣
有
三
剣
。
唯
王
所
用
。
請
先
言
而
後
試
。
」

　
　
王
日
、
　
「
旧
聞
三
剣
。
」

　
　
日
、
　
「
有
天
子
剣
、
有
諸
侯
剣
、
有
庶
人
剣
。
」

　
　
王
日
、
　
「
天
子
之
三
三
如
。
」

　
　
日
、
　
「
天
子
之
剣
、
…
…
」

　
　
三
王
三
三
自
失
。
日
、
　
「
諸
侯
之
剣
何
如
。
」

　
　
日
、
　
「
諸
侯
之
剣
、
…
…
」

　
　
三
日
、
　
「
庶
人
之
剣
何
如
。
」

　
　
日
、
　
「
庶
人
之
剣
、
…
…
」

　
　
王
乃
牽
而
上
殿
。
宰
人
上
食
。
王
三
環
之
。

　
　
荘
子
日
、
　
「
大
王
安
坐
定
気
。
剣
事
已
畢
奏
　
。
」

　
　
於
是
、
文
王
不
出
宮
三
月
。
剣
士
皆
服
発
其
処
也
。

　
最
後
の
「
於
是
、
文
王
不
出
宮
三
月
。
剣
士
皆
喪
葬
其
処
也
。
」
の
部
分
は
後
日
談
で
あ
っ
て
、

事
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
短
い
の
で
第
三
段
に
付
し
た
。

　
本
文
中

　
　
日
、
　
「
天
子
之
剣
、
…
…
」

　
　
日
、
　
「
諸
侯
三
三
、
…
…
」

　
　
日
、
　
「
庶
人
之
剣
、
…
…
」

こ
れ
を
独
立
さ
せ
て
第
四
段
と
す
る
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の
三
箇
所
に
つ
い
て
は
、
叙
述
が
長
く
な
る
の
で
省
略
し
た
。
文
無
は
荘
子
が
用
い
る
剣
の
長
さ
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
と
訊
ね
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
対
し
て
荘
子
は
天
子
・
諸
侯
・
庶
人
の
三
眠
が
あ
る
と
答
え
る
。
省
略
し
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
剣
の
叙
述
で
あ
る
。
こ
の
剣

と
い
う
の
は
要
す
る
に
政
治
の
や
り
方
で
あ
っ
て
、
天
子
の
剣
が
最
上
の
政
治
で
、
今
趙
王
が
し
て
い
る
こ
と
が
庶
人
の
剣
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
言
う
旨
で
あ
る
。
　
「
王
乃
薬
狩
上
殿
。
宰
人
上
食
。
王
三
環
之
。
」
と
い
う
表
現
に
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
落
ち
着
き
を
な
く
し
て

し
ま
う
超
王
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
王
は
反
省
し
三
ヶ
月
宮
殿
に
閉
じ
込
も
っ
て
し
ま
い
、
剣
士
達
も
自
殺
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

※

　
話
の
筋
を
追
っ
て
み
れ
ば
、
い
か
に
も
荒
唐
無
稽
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
れ
が
演
劇
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少

な
く
と
も
一
般
大
衆
に
娯
楽
を
与
え
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
劇
の
類
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
は
主
張
あ
る

い
は
批
判
の
意
図
が
か
な
り
明
確
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
で
は
こ
の
説
話
が
作
ら
れ
記
録
さ
れ
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
荘
子
』
中
の
他
の
説
話
の
技
法
か
ら
連
想
し
て
考
え

る
な
ら
ば
、
主
人
公
の
発
言
の
中
に
主
張
の
眼
目
が
あ
る
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
説
話
で
は
、
す
な
わ
ち
荘
子
の
発
言
、
と
り
わ
け

「
天
子
之
剣
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
も
全
体
の
説
話
の
流
れ
の
中
で
考
え
る
な
ら
む

し
ろ
自
然
で
あ
る
。
盗
妬
篇
や
漁
父
篇
の
説
話
で
、
主
人
公
の
盗
妬
・
漁
父
に
論
を
展
開
さ
せ
て
説
話
全
体
と
し
て
は
不
自
然
さ
を
免
れ

な
い
の
と
は
、
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
荘
子
』
中
に
は
形
式
は
説
話
（
あ
る
い
は
問
答
Y
の
形
を
と
り
な
が
ら
も
、
実
際
に
は

一
人
の
人
物
の
長
い
発
言
が
続
き
、
説
話
と
し
て
の
結
末
の
曖
昧
な
も
の
も
多
い
（
例
え
ば
天
運
篇
の
北
門
成
と
黄
帝
の
問
答
な
ど
に
こ

の
傾
向
が
み
ら
れ
る
）
。
し
か
し
、
説
剣
篇
の
場
合
、
単
に
主
張
が
あ
っ
て
そ
れ
を
説
話
の
形
を
借
り
て
表
現
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
説

話
あ
る
い
は
戯
曲
と
い
ヶ
形
式
が
む
し
ろ
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
説
斜
巷
の
説
話
の
特
徴
は
、
「
諫
（
い
さ
）
め
」

の
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
説
剣
篇
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
は
宮
廷
で
あ
り
、
荘
子
が
奇
知
に
よ
っ
て
王
を
諫
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
こ
の
説
話
に
お
い
て
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
「
滑
稽
」
と
い
う
言
葉
が
、
意
味
を
持
っ
て
き
そ
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う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
史
記
』
の
筍
卿
伝
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
筍
卿
嫉
濁
世
之
政
、
亡
国
乱
真
相
属
、
不
遂
大
道
而
営
於
巫
祝
、
逆
蓮
祥
、
無
理
小
差
、
如
法
周
等
量
猪
理
乱
俗
、
於
毎
週
儒
・
墨
・

　
　
道
徳
之
行
事
興
壊
、
序
列
畳
数
万
言
旧
卒
。

傍
線
部
中
の
《
猜
稽
」
に
つ
い
て
は
、
毛
本
で
は
「
猜
」
を
「
滑
」
に
作
っ
て
お
り
「
滑
稽
」
の
意
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
滑
稽
の

原
義
に
つ
い
て
は
様
々
の
見
解
が
あ
り
意
味
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
史
記
』
に
滑
稽
列
伝
が
あ
り
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
り
司
馬
遷

が
い
か
な
る
意
味
で
「
滑
走
」
の
語
を
使
用
し
て
い
た
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
『
史
記
』
滑
稽
伝
に
は
、
淳
干
髭
・
優
孟
・
豊
平
の
三

人
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
の
後
に
「
掛
先
生
日
」
と
し
て
楮
少
量
が
補
っ
た
部
分
が
あ
り
、
他
の
人
物
に
も
言
及
し
て
い
る
。
従
っ
て
滑
稽

に
つ
い
て
の
司
馬
遷
の
見
解
や
趣
向
は
、
淳
墨
髭
・
優
孟
・
郷
里
の
三
人
の
部
分
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
よ
い
。
こ
の
う
ち
優
孟
，
・
優
々
の

二
人
に
つ
い
て
は
、
草
市
の
部
分
の
『
索
隠
』
に
も
「
案
、
優
者
、
侶
優
也
。
孟
、
字
也
。
其
優
栴
亦
同
、
栴
其
差
樽
。
優
孟
在
々
、
栴

上
里
者
也
。
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
俳
優
を
職
業
と
す
る
者
の
意
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
の
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
か
ら
も

宮
廷
に
仕
え
て
い
た
者
で
あ
り
、
道
化
で
あ
っ
て
王
を
も
諌
め
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
淳
干
髭
に
つ
い
て
は
奇
知
に

よ
っ
て
名
が
あ
り
、
や
は
り
風
刺
に
よ
っ
て
王
を
諌
め
た
こ
と
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
筍
駅
伝
の
「
替
地
野
塩
又
猜
稽
乱
俗
、
」
の
句
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
こ
の
部
分
に
殆
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
お
ら

ず
（
従
っ
て
注
も
殆
ど
施
さ
れ
て
い
な
い
が
）
、
一
般
に
は
「
荘
周
が
弁
舌
（
耳
垢
・
屍
理
屈
）
を
弄
ん
で
風
俗
を
乱
し
て
い
た
」
と
い

う
意
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
文
字
ど
お
り
に
読
ん
で
、
荘
周
と
猪
（
滑
）
稽
を
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と

が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
表
現
は
、
萄
卿
の
荘
周
評
価
と
い
う
よ
り
、
司
馬
遷
が
筍
卿
の
思
想
を
論
評
す
る
に
当
た
っ
て
の
準
則

評
価
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
『
筍
子
』
解
蔽
篇
に
「
荘
子
蔽
戴
天
、
而
不
知
人
。
…
…
由
天
謂
之
道
、
尽
因
　
。
」
と
筍
卿
が
荘

子
を
批
判
し
た
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
如
荘
周
等
又
猜
稽
乱
俗
、
」
の
表
現
と
は
や
や
異
質
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
　
「
二
面
群
俗
」

の
表
現
は
、
「
乱
俗
」
の
原
因
が
「
猜
稽
」
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
「
猜
稽
」
を
行
っ
て
俗
を
乱
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
滑
稽
を
も
し
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
寸
劇
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
荘
周
も
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
そ
の
一
派
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
似
た
も
の
を
民
間
で
行
っ
て
い
た
、
ま
た
は
時
の
権
力
に
対
し
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て
挑
発
的
な
演
劇
に
類
す
る
も
の
を
行
っ
て
世
（
の
思
潮
）
を
混
乱
さ
せ
て
い
た
と
い
う
ふ
う
に
司
馬
遷
の
時
代
に
考
え
ら
れ
て
い
た
と

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
説
剣
篇
を
盗
塁
・
漁
父
説
話
と
併
せ
て
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
感
性
で
は
な
く
知
性
に
訴
え
る
も
の
で

あ
っ
て
、
さ
ら
に
既
成
概
念
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
り
、
革
新
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
説
剣
篇
の
説
話
が
新
た
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め
に
代
え
て

　
さ
て
、
『
荘
子
』
の
中
の
荘
周
説
話
を
見
る
と
、
そ
れ
は
死
と
か
世
俗
的
価
値
観
と
か
あ
る
い
は
常
識
と
か
に
対
し
て
敢
え
て
問
い
か

け
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世
俗
の
価
値
基
準
に
対
す
る
懐
疑
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
る
価
値
基
準

を
た
て
よ
う
と
す
る
模
索
で
も
あ
る
。
世
俗
の
価
値
観
に
対
し
て
そ
れ
を
改
め
て
問
う
と
い
う
姿
勢
に
お
い
て
は
、
盗
妬
説
話
な
ど
と
も

共
通
す
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
種
の
文
化
運
動
と
い
う
こ
と
が
言
え
ば
し
ま
い
か
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
政
治
と
文
化
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
極
め
て
単
純
に
示
せ
ば
、
政
治
は
表
面
の
激
し
く
流
動
す

る
世
界
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
現
象
で
あ
る
。
文
化
は
そ
の
底
に
あ
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る
が
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
深
く
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
治
と
文
化
と
は
基
本
的
に
は
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
。
思
想
を
政
治

に
属
す
る
も
の
、
精
神
を
文
化
に
属
す
る
も
の
と
す
る
の
は
、
極
め
て
乱
暴
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
国
の
思
想
の
多
く
が

政
治
を
意
識
し
そ
こ
に
働
き
か
け
た
の
に
対
し
、
『
荘
子
』
は
む
し
ろ
文
化
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
人
の
精
神
に
対
し
て
働
き
か
け
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
荘
周
を
主
人
公
に
す
る
説
話
の
多
く
が
政
治
に
無
関
心
と
い
う
意
味
に
お
い
て
非
政
治
的
立
場
を
と
り
、

政
治
で
は
な
く
文
化
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
価
値
観
を
問
う
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
演
劇
と
い
う
も
の
は
、
時
に
は
文
化
そ
の
も
の
に
問
い
か
け
、
改
変
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
敢
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え
て
演
劇
に
お
け
る
「
前
衛
」
性
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
。
　
〔
一
〕
で
扱
っ
た
荘
周
の
登
場
す
る
説
話
あ
る
い
は
盗
妬
説
話
な
ど

は
、
演
劇
の
要
素
が
あ
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
伝
統
劇
で
は
有
り
得
な
い
。
　
「
前
衛
」
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
問
題
の
提
起
を
目
的

と
し
て
お
り
、
従
っ
て
実
験
的
で
あ
り
、
従
っ
て
従
来
の
価
値
観
に
対
し
て
は
否
定
的
、
少
な
く
て
も
懐
疑
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
演
劇
に
よ
っ
て
政
治
に
直
接
働
き
か
け
政
治
を
改
革
し
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
通
常
文
化
に

対
し
て
、
人
々
の
心
に
対
し
て
、
精
神
に
対
し
て
問
い
か
け
る
の
が
、
演
劇
特
に
「
前
衛
」
性
を
持
つ
演
劇
の
性
格
で
あ
る
。
政
治
に
直

接
か
関
わ
ら
な
く
て
も
、
人
々
の
心
に
問
う
て
世
の
中
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
採
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は
革
新
的
姿

勢
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
小
論
で
は
『
荘
子
』
の
原
初
の
思
想
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
の
本
質
は
本
文
で
も
繰
り
返
し
説
い
た
よ

う
に
、
政
治
の
世
界
で
は
な
く
文
化
の
世
界
に
対
し
て
働
き
か
け
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
の
主
張
は
所
定
の
結
論
に
導
こ
う
と
す
る
目
的

性
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
既
成
の
概
念
な
ど
に
対
し
て
の
問
い
か
け
で
あ
っ
て
、
常
に
模
量
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
一
面
に
お

い
て
は
「
前
衛
的
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。
　
『
荘
子
』
の
核
心
と
も
さ
れ
て
い
る
斉
物
論
篇
冒
頭
の
説
話
の
後
半
部
分
が
、

高
度
に
洗
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
疑
問
や
反
語
の
表
現
を
使
い
叙
述
し
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
以
上
の
こ
と
と
関
連
が
あ
ろ
劣
㌍
『
史
記
』

荘
周
伝
の
記
述
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
司
馬
遷
が
『
荘
子
』
の
書
の
性
格
を
捉
え
か
ね
て
い
た
の
も
、
『
荘
子
』
の
書
に
は
以
上
の
よ
う
な

複
雑
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

　
〔
二
〕
で
扱
っ
た
説
空
車
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
見
解
を
持
つ
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
基
本

的
に
は
〔
一
〕
で
扱
っ
た
説
話
の
類
が
先
に
あ
り
、
説
剣
難
あ
る
い
は
漁
父
・
盗
妬
説
話
は
こ
れ
ら
の
後
に
展
開
し
た
い
っ
た
形
で
あ
る

と
考
え
る
。
始
め
は
一
部
の
人
を
対
象
に
し
た
特
殊
な
主
張
あ
る
い
は
表
現
の
形
態
が
、
時
勢
の
移
り
変
わ
り
も
あ
り
、
次
第
に
そ
の
対

象
（
観
衆
あ
る
い
は
聴
衆
）
が
広
が
っ
て
い
き
、
何
が
し
か
の
変
遷
を
経
て
形
態
を
変
え
た
も
の
が
説
剣
・
漁
父
・
盗
妬
の
説
話
で
あ
っ

た
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
対
象
が
広
が
っ
て
行
く
に
従
っ
て
、
思
想
と
し
て
は
焦
点
が
次
第
に
曖
昧
に
な
り
、
む
し
ろ
（
戯
曲
と
し
て

の
）
形
式
の
面
白
さ
を
強
調
す
る
結
果
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
荘
周
学
派
と
い
う
も
の
が
も
し
想
定
で
き
た
と
し
て
、
何
ら
か
の
演
劇
に
類
す
る
形
態
の
も
の
を
実
際
上
演
し
て
、
自
家
の
思
想
の
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

教
を
行
な
っ
て
い
た
と
仮
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
小
論
で
取
り
あ
げ
た
荘
周
説
話
に
は
、
こ
の
よ
う
な
側
面
も
あ
っ
た
の
か
も
知
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れ
な
い
。
小
論
で
論
じ
た
こ
と
は
多
く
は
憶
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
『
荘
子
』
の
説
話
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
新
た
な

面
を
開
く
糸
口
に
で
も
な
れ
ば
と
考
え
る
。

　
最
後
に
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
一
つ
二
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
演
劇
は
基
本
的
に
は
特
殊
な
思
想
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
や

や
誤
解
を
含
む
可
能
性
の
あ
る
言
葉
を
使
用
す
る
な
ら
大
衆
的
な
も
の
で
あ
り
娯
楽
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
荘
子
』
中
の
説
話
の

作
者
達
は
、
あ
る
状
況
の
中
で
そ
の
演
劇
の
形
式
を
借
り
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
か
な
り
改
造
し
て
思
想
の
表
現
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

言
葉
を
変
え
れ
ば
、
演
劇
と
い
う
虚
構
を
借
り
て
表
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
虚
構
に
よ
っ
て
し
か
示
せ
得
な
い
真
実
を
表

現
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
あ
る
時
代
状
況
の
中
で
始
め
は
効
果
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
恐
ら
く
人
々
に
感
動
も
与
え
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
時
代
や
状
況
が
変
わ
っ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
次
第
に
表
現
形
式
も
変
化
し
て
、
盗
妬
説
話
や
説
剣
篇
の
よ
う
な
も
の

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
思
想
の
伝
達
よ
り
、
む
し
ろ
表
現
形
式
の
方
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
っ
た
と
い
え

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
見
方
に
よ
れ
ば
従
来
の
演
劇
、
つ
ま
り
大
衆
性
・
娯
楽
性
を
目
指
し
た
も
の
へ
の
回
帰
と
い
う
面
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
荘
周
一
派
が
試
み
た
目
的
の
終
焉
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
’

　
漢
代
に
入
り
黄
老
思
想
が
興
隆
し
、
道
家
思
想
が
流
行
し
た
よ
う
に
は
見
え
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
（
非
政
治
思
想
を
中
心
に
し
た
）

『
荘
子
』
的
思
想
が
発
展
せ
ず
、
魏
晋
に
至
る
ま
で
伏
流
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
　
（
黄
老
思
想
は
道
家
思
想
を
政
治
と
結
び
付
け

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
－
道
家
思
想
、
少
な
く
と
も
『
荘
子
』
の
思
想
の
本
質
と
は
齪
擁
す
る
よ
う
に
思
う
。
黄
老
思
想
が
結
局
一
時

的
な
ブ
ー
ム
に
過
ぎ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
）
漢
代
以
降
の
道
家
思
想
の
展
開
も
、
小
論
で
述
べ
た
よ
う
な
一
面
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

【
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〔
注
〕

（
1
）
　
盗
妬
・
漁
父
説
話
の
戯
曲
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
司
馬
遷
の
見
た
『
荘
子
』
」
　
（
『
九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
』
第
十
号
、
昭
和
五
十
九
年
）

　
　
の
中
で
論
じ
た
。
小
論
の
叙
述
の
関
係
上
、
そ
の
中
よ
り
必
要
事
項
を
簡
単
に
以
下
に
記
し
て
お
く
。

　
　
盗
妬
・
漁
父
説
話
は
、
戯
曲
的
性
格
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
像
あ
る
い
は
自
派
の
学
説
を
布
教
す
る
に
当
た
っ
て
、
戯
曲
の
形
を
借
り
て
喧
伝
し
た
か

　
ら
か
も
し
れ
な
い
。
形
式
は
戯
曲
的
で
あ
る
が
、
主
人
公
（
盗
拓
あ
る
い
は
漁
父
）
の
口
か
ら
自
派
の
学
説
を
展
開
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
こ



　
　
と
が
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
『
荘
子
』
の
中
で
も
か
な
り
後
の
も
の
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
『
史
記
』
荘
周
伝
に
は
、

　
　
　
　
荘
子
者
、
蒙
入
也
、
名
護
。
漫
罵
為
蒙
漆
監
吏
、
与
論
恵
王
・
苦
辛
王
同
時
。
下
学
無
所
不
閾
、
然
其
謡
本
群
盗
老
子
之
言
。
故
其
著
書
十
余
万

　
　
　
　
言
、
大
抵
率
寓
言
也
。
作
漁
父
・
盗
妬
・
雷
撃
、
以
誕
誰
孔
子
之
徒
、
以
明
老
子
之
術
。
山
盛
虚
・
充
桑
子
諭
告
、
皆
空
語
無
事
実
。
然
善
属
書

　
　
　
　
旧
辞
、
指
事
類
情
、
用
専
掌
青
墨
、
錐
当
世
宿
学
不
能
自
解
早
熟
。
其
言
洗
洋
自
恣
怪
童
己
、
故
吾
王
公
大
人
不
能
器
之
。

　
　
と
あ
り
、
傍
線
に
示
し
た
よ
う
な
篇
（
あ
る
い
は
説
話
）
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
『
荘
子
』
で
は
、
外
乱
篇
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
現

　
　
在
の
『
荘
子
』
に
は
篇
名
が
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
従
来
の
研
究
で
は
『
荘
子
』
の
中
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
部
分
で
は
な
い
。
し
か
し
、

　
　
戯
曲
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
篇
ば
関
連
性
が
浮
か
び
上
が
り
『
史
記
』
の
記
述
か
ら
も
司
馬
遷
が
演
劇
に
対
し
て
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
思

　
　
い
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
（
本
文
で
も
触
れ
る
が
、
小
論
で
扱
う
誓
言
篇
は
漁
父
・
盗
妬
説
話
と
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
）

　
　
　
な
お
宮
崎
一
定
は
、
『
史
記
を
語
る
』
　
（
岩
波
新
書
　
一
九
七
九
年
）
そ
の
他
の
論
述
の
中
で
、
『
史
記
』
の
中
に
戯
曲
的
展
開
を
持
っ
た
部
分
が
あ

　
　
り
、
そ
れ
は
当
時
民
間
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
芝
居
の
脚
本
の
類
に
当
た
る
も
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
刺
客
列
伝
・
伍
子
青
列
伝
・
魏
公
子
列

　
　
伝
・
李
斯
列
伝
・
滑
稽
列
伝
・
秦
事
由
本
紀
の
一
部
な
ど
）
。
拙
論
で
お
い
て
『
荘
子
』
の
説
話
を
戯
曲
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、

　
　
宮
崎
の
こ
の
見
解
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
2
）
　
「
前
衛
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
お
い
て
後
に
も
使
用
す
る
が
、
多
義
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
お
よ
そ
の
意
味
を
定
義
し
て
お
き
た
い
。
小
論
で

　
　
用
い
る
「
前
衛
」
と
は
、
主
に
芸
術
な
ど
の
分
野
で
、
自
己
の
理
性
や
感
覚
・
感
受
性
な
ど
に
従
い
、
従
来
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
時
代
を
先
取
り

　
　
す
る
形
で
表
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
た
だ
当
初
よ
り
具
体
的
に
目
標
が
見
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
活
動
あ
る
い
は
表
現

　
　
の
中
で
意
味
を
模
索
す
る
と
い
う
形
を
採
る
の
で
、
従
っ
て
実
験
的
で
あ
り
、
抽
象
的
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
従
来
の
価
値
観
に
対
し
て
は
懐
疑

　
　
的
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
は
常
に
問
い
か
け
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。
従
来
の
固
定
し
た
価
値
観
が
崩
れ
、
新
し
い
価
値
観
を
求
め
よ
う
と

　
　
す
る
時
代
に
お
い
て
主
に
（
政
治
で
は
な
く
）
文
化
そ
の
も
の
に
対
し
て
な
さ
れ
る
活
動
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
な
お
日
本
に
お
い
て
も
一
九
六
〇
年
代
頃
か
ら
（
実
際
は
他
の
国
で
も
ほ
ぼ
同
時
に
同
じ
よ
う
な
現
象
が
あ
っ
た
が
）
い
わ
ゆ
る
前
衛
劇
（
「
ア
ソ
グ

　
　
ラ
劇
）
が
興
り
隆
盛
を
見
た
が
、
様
々
な
模
索
が
な
さ
れ
離
合
集
散
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
ち
衰
退
し
た
。
こ
の
演
劇
運
動
も
あ
る
意
味
で
は
、
　
（
体
制

　
　
が
不
十
分
で
混
乱
し
た
時
代
に
お
い
て
）
政
治
運
動
を
目
指
し
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
文
化
運
動
に
転
じ
、
演
劇
に
お
い
て
世
の
中
の
意
識
を
改
革
し

　
　
よ
う
と
し
た
意
図
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
荘
周
説
話
や
『
荘
子
』
の
他
の
説
話
が
作
ら
れ
た
時
代
に
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
近
い
風
潮
が
あ
っ
た
の
で

　
　
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
小
論
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
思
考
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
敢
え
て
贅
言
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
3
）
　
拙
稿
「
語
録
と
し
て
の
原
本
『
荘
子
』
」
（
『
九
州
中
国
学
会
報
』
二
十
四
巻
、
昭
和
五
十
八
年
）
に
お
い
て
『
荘
子
』
の
原
初
の
形
態
は
語
録
で
あ

　
　
り
、
斉
物
論
篇
冒
頭
の
説
話
の
後
半
部
分
が
そ
れ
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
基
本
的
に
は
語
録
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
理
論
が
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語
ら
れ
、
そ
れ
を
普
遍
あ
る
い
は
喧
伝
す
る
た
め
に
説
話
が
創
作
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

（
4
）
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
司
馬
遷
の
見
た
『
荘
子
』
」
（
注
（
1
）
前
掲
）
で
も
論
じ
た
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。
な
お
当
時
仮
に
娯
楽
の

　
　
た
め
の
演
劇
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
も
、
そ
の
演
者
達
は
決
し
て
知
識
人
で
は
な
く
社
会
的
身
分
も
低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
文
盲
に
近
い
者
も
多
か
っ

　
　
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
劇
も
脚
本
に
よ
っ
て
進
め
る
の
で
は
な
く
、
口
伝
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
で
あ
っ
た
ろ
う
。
『
史
記
』
の
記
述
の
中
に
芝
居
の
脚
本

　
　
に
類
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
宮
崎
市
定
氏
の
見
解
で
あ
る
が
（
注
（
1
）
参
照
）
、
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
脚
本
と
い
う
よ
り
、
逆
に
劇
が
ま
ず

　
　
あ
っ
て
そ
れ
を
誰
か
が
書
き
止
め
整
理
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
荘
周
に
関
す
る
演
劇
の
場
合
、
も
し
そ
れ
が
布
教
の
際
に
演
じ
ら
れ
た

　
　
と
し
た
ら
、
知
識
人
（
百
花
一
派
の
人
々
）
が
主
に
な
っ
て
演
じ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
文
献
の
方
が
が
先
行
し
た
の
か
も

　
　
知
れ
な
い
。
『
荘
子
』
中
の
（
荘
周
）
説
話
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
さ
ら
に
洗
練
さ
せ
て
文
献
に
し
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で

　
　
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
演
劇
の
脚
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
脚
本
に
近
い
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
し
て

　
　
い
る
。
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